
1983年6月3日の福岡市における豪雨の特徴（2）

し，最も発達した段階では，その中に4～6個のセルを

含み，幅10km前後，長さ30～50kmの大きさとなっ
た．

　なお，本研究の・一部は文部省科学研究補助金（自然災

害科学資料災害特別研究r降雨災害をもたらす豪雨の集

中度に関する研究」代表者名古屋大学・武田喬男）によ

った．また，レーダ解析と図形処理には九州大学大型計

算機を使わせて頂いた．付記して謝意を表する．
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月例会r第33回山の気象シンポジウム」のお知らせ

日　時：平成元年6月17日（土）13時～

場所：気象庁第一会議室（5F）

　講演希望の方は演題に200字以内のアブストラクトを

つけて，4月末日までに気象庁通報課岡野光也（〒100

千代田区大手町1－3－4）まで郵送して下さい．
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